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 （続紙 ２ ） 
 
氏 名  郭  聖  傑 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、戦後の台湾で活躍した中国人建築家王大閎の言説と建築作品の分析を通
して、王が探究した「中国性」の内実を解明している。王は台湾における近代建築の
第一人者であるため、これまで多くの評論が著されているが、記録文書や設計図面
などの資料を徹底的に収集し、それらの精緻な分析を通してその作品の意義を考察
した学術研究としては初めてのものである。得られた主な成果は次のとおりである。 
 
１．王にとって、建築の「中国性」の源泉に蘇州住宅があることを指摘した。王は
青年期にヨーロッパに留学し、米国で近代建築を学んで西洋文化に深く触れていた
が、幼少期に居住した蘇州住宅をのちに回顧していることに注目し、王が神秘的で
ロマン的と形容し、鮮明な記憶を表明した蘇州住宅の空間体験こそ、王が追求した
建築の中国性の原点となっていることを明らかにした。 
 
２．王の建築作品に表された「中国性」は、構成から空間へ移り変わっていったこ
とを明らかにした。王の初期の作品には蘇州住宅の〈進〉の構成が見られ、水平的
で構成的な奥行きが追求されていた。しかし、次第に３間構成へと移り変わり、さ
らに３間構成の中心部である〈内四界〉の強調へと進んで行った。この最終段階に
ついては、これまでほとんど言及されることのなかったセレーネ・プロジェクトを
取り上げて明らかにしており、その詳細な設計過程の分析を通して、垂直的で計量
できない非構成的奥深さの探究へと到達したことを示している。 
 
３．王が追求した建築空間の「中国性」は二元論の思想にも繋がることを指摘した。
水平的で構成的な奥行きから、垂直的で非構成的な奥深さへの探究の過程は、内／
外、明／暗といった二項対立的二元論から、二つの同じものによる一つのものとい
う二元論へと深められて行ったことを明らかにしている。 
 
 以上のように、本論文は、これまで台湾に近代建築を導入しつつ、中国性と融合さ
せようとした折衷的建築家として評価されてきた王大閎について、その言説と建築
作品を詳細に分析することによって、王が追求した「中国性」の核心を新たに提示し
たものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博
士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平２９年８月１７日、論
文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期過程学位取
得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
